
コミュニティだより

主な行事予定

12月 1日(木) ふるさと発行 コミュニティ

12月 11 日(日) クリスマス会 子ども会

2月 1日(水) ふるさと発行 コミュニティ

去る、１１／６に姫川原地区文化祭『しゅうかくフェスタ』が行われ、様々な作品、絵、写真、書道など

の展示や、野菜の入札オークション、草ぼうきの作成実演や、鳥坂城についての講演、チーム対抗のスト

ラックアウト・輪投げ、無料の綿あめがあり、集まったお年寄りや子供達で体育館を賑わせました。

上杉謙信が亡くなったあと、養子の景勝と景虎が覇権を争って勃発したのが、かの有名な御館

の乱である。この戦の最中に、景勝が片桐善左衛門という武将に「富坂」の土地を分け与える、

という内容の感状が残されている。「富坂」と「鳥坂」は似ているので、「鳥坂」であろうという

研究者もいたが、「富坂」という地名は現存しないことから、その場所はわからないままであった。

江戸時代の絵図面に「富坂山 古城」という記述を発見した。山を囲むように小原新田村、中

宿村、片貝川などが書かれ、富坂山が現在の鳥坂山であることがわかる。さらに、旧妙高村の田

中村新田に「富坂山圓光寺」があり、江戸時代前半に書かれた由緒書に「戦で富坂が落城し、門

徒も住職もいなくなって寺が廃絶したが、江戸時代に復興した」と書かれている。そのほか江戸

時代後半のいくつかの古文書にも「富坂」の地名が見られるが、江戸時代末には「鶏冠・鳥坂」

という字に変化していることを確認できた。戦国時代から江戸時代後半までは「とみさか（富坂）」、

江戸時代末から「とさか（鶏冠）・とりさか（鳥坂）」と変化し、現代に至ったのではなかろうか。

古文書の中には、富坂城主として桃井氏の名前が数人見られる。桃井氏は上杉謙信の家臣の一

人で、御館の乱で景虎方についたが戦死している。一方、片桐善左衛門は御館の乱で戦功があっ

て富坂の地を分け与えられていることを考えれば、桃井氏に替わって城主を勤めたことであろう。

このたび戦国時代の「富坂」が、現在の「鳥坂」であると判明したことから、桃井氏と片桐氏

が城主を勤めていたことが判明した。

鳥坂城主は誰だったのか？ 城跡保存会：高橋 勉
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～参加者全員で記念撮影～

昨年は思ってもいない、まさかの優勝でした。

周りは現役で野球をやっている選手ばかりのチームもあり

決して楽な試合はなく、一回戦は同点のジャンケンで勝ち上

がったくらいです。

『ソフトボールは野球と違うから大丈夫！』等と適当な事を

正当化して自己暗示をかけて戦うのが姫川原鳥坂ヤンキー

スです。ズバ抜けた選手はいませんがベテランと若手とやり

手が絶妙なチームワークで優勝に導いたと思います。みなさ

んも是非応援に来て頂き一緒に『乾杯！』しましょう！

１１月５日（土）さわやかな秋晴れの中、苗木オーナーと実行委員会のみなさん、あわせて約７０人がさくら

プロジェクトに参加しました。散策道沿いの記念樹を雪囲いし、旧アスレチック広場に新たに１５本の桜の苗木

が植栽されました。また、今年は伐採した樹木のチップを使ったカブト虫やクワガタの森づくりに３カ年計画で

取り組んでいます。樹木のチップが所々に山積みされていました。

植栽と雪囲いの作業の間には、妙高里山保全クラブの協力による炭焼き体験が行われました。思い思いに缶の

中に詰めた、松ぼっくり、どんぐり、栗、そのままの形が残った炭ができあがると「来年もぜひ！」という声も

聞かれました。前日からの植栽準備など、岩﨑会長はじめ実行委員会のみなさま、本当にお疲れさまでした。

広報ふるさと 11月号で掲載しました、あんちゃ会の

妙高市民の心推進活動の内容をご紹介いたします。

妙高市民の心取組事例

「若いもので、姫川原小学校伝統のブドウを守る」

姫川原あんちゃ会

◆活動内容

約 20 年にわたり姫川原小学校の児童らが学校で続けてき

た伝統の鳥坂ブドウ作りを、閉校を機に地区の若者組織「あ

んちゃ会」が、ブドウ作り名人の指導を仰ぎながら引き継ぎ

ました。

敬老会でのプレゼントやブドウオーナー制度など、地域の

伝統を受け継ぎ、活かす「若いもの」たちの新たな取り組み

が始まっています。

マスターズ大会の結果

１位 姫川原鳥坂ヤンキース

２位 高柳アザルツ

３位 大崎・石塚ソフトボーイズ

３位 スペシャルドリームズ木の実の
炭焼き体験中

23年植栽から 28年植栽班に分かれて作業です

苗木オーナーになりました！
「家族みんなで見に来ます」

さ く ら プ ロ ジ ェ ク ト
１１月５日 桜の苗木を植栽＆雪囲い


